
平成２７年６月１５日～９月１５日号 巌 神 青 岩手県神道青年会報 第 708 号 

 

            岩手県神道青年会ホームページ http://www.ganshinsei.jp/  1 

 

    

 

                 

                        

 

二
十
七
名
の
児
童
の
参
加
の

も
と
、
八
月
十
一
日
（
火
）、
第

六
回
を
数
え
る
「
親
子
禊
錬
成

会
」
が
岩
手
県
神
社
庁
・
岩
手
護

國
神
社
・
そ
し
て
簗
川
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。
新
山
参
事
様

を
来
賓
に
迎
え
、
開
講
式
を
執

り
行
い
、
早
速
護
國
神
社
へ
参

進
し
正
式
参
拝
を
執
り
行
う
。

修
祓
の
後
菅
原
会
長
と
児
童
代

表
が
玉
串
を
奉
っ
て
、
七
十
年

前
へ
思
い
を
馳
せ
た
。 

神
社
庁
へ
戻
り
、
第
一
講
は

当
会
副
会
長
の
菅
村
孝
一
郎
先

生
よ
り
「
日
本
の
神
様
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
お
話
を
賜
っ
た
。

菅
村
先
生
は
、
神
話
を
ひ
も
と

き
な
が
ら
、
い
か
に
回
り
の
目

に
見
え
な
い
神
様
に
”
生
か
さ

れ
て
い
る
か
”
に
気
づ
き
、
感
謝

の
心
を
持
っ
て
生
活
し
て
欲
し

い
と
語
り
か
け
て
い
た
。 

第
二
講
で
は
当
会
常
任
委
員

の
千
葉
浩
之
先
生
が
「
護
國
神

社
の
神
様
」
と
題
し
て
お
話
し
、

先
に
参
拝
し
た
護
國
神
社
に
祀

ら
れ
て
い
る
神
様
が
ど
の
よ
う

な
御
存
在
か
説
明
し
、
今
の
平

和
な
日
本
が
あ
る
の
は
御
英
霊

の
お
陰
で
あ
り
、
感
謝
の
心
を

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
締
め
く

巌

神

青 
【
内 

 

容
】 

・
第
六
回
親
子
禊
錬
成
会
開
催 

・
事
業
米
奉
献
出
雲
旅
行
開
催 

・
東
北
六
県
禊
錬
成
会
参
加 

・
震
災
復
興
支
援
活
動 

鵜
住
神
社
地
鎮
祭
助
勢 

関
口
神
社
餅
つ
き
助
勢 

・
岩
手
護
國
神
社
戦
没
者
追
悼

平
和
祈
願
祭
助
勢 

・
第
一
回
役
員
会
開
催 

・
暑
気
払
い
会
開
催 

・
事
業
頒
布
品
頒
布
活
動 

・
田
村
宮
司
県
議
選
挙
支
援
活

動
報
告 

・
六
十
五
周
年
事
業
完
遂
報
告 

・
役
員
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

・
下
半
期
事
業
計
画 

第六回親子禊錬成会開催 
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く
っ
た
。 

第
三
講
は
お
待
ち
か
ね
の

「
禊
」
。
引
き
続
き
千
葉
先
生
が

担
当
し
、
た
だ
の
水
遊
び
で
は

な
く
、
心
と
体
を
綺
麗
に
す
る

為
の
方
法
だ
と
ご
説
明
頂
い
た

後
、
着
替
え
を
し
て
簗
川
に
移

動
。
鳥
舟
行
事
な
ど
を
行
っ
て

か
ら
川
に
入
り
、
水
の
流
れ
が

若
干
速
く
足
を
取
ら
れ
る
姿
も

見
ら
れ
る
中
、
立
派
に
禊
を
執

り
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
今
回

初
め
て
道
彦
を
努
め
ら
れ
た
千

葉
先
生
に
は
、
大
変
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

禊
で
お
腹
が
す
い
た
後
は
、

会
員
手
作
り
の
ハ
ヤ
シ
ラ
イ
ス

で
お
腹
を
満
た
す
。
隠
し
味
に

ワ
イ
ン
を
用
い
た
谷
藤
書
記
の

絶
妙
な
味
付
け
に
子
供
・
会
員

一
同
無
言
で
ス
プ
ー
ン
を
口
に

運
ぶ
。
満
腹
に
な
っ
た
後
は
、
腹

ご
な
し
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
。

花
輪
地
区
委
員
の
担
当
の
下
、

水
風
船
を
バ
ケ
ツ
に
投
げ
入
れ

た
り
、
水
風
船
を
割
ら
な
い
よ

う
に
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た

り
、
大
き
な
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
作

っ
た
り
な
ど
、
各
自
大
い
に
楽

し
ん
で
い
た
。
最
後
は
花
輪
会

員
を
め
が
け
て
水
風
船
の
投
げ

合
い
が
始
ま
り
、
水
も
し
た
た

る
い
い
男
と
な
っ
た
花
輪
会
員

も
、
と
て
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
。

夏
ら
し
さ
満
点
の
か
き
氷
や
ス

イ
カ
に
も
舌
鼓
を
打
ち
、
子
供

達
の
歓
声
響
き
渡
る
中
レ
ク
も

お
開
き
に
。
レ
ク
が
終
わ
っ
た

後
は
閉
講
式
を
執
り
行
い
児
童

一
人
一
人
に
修
了
証
を
手
渡
し
、

来
年
の
再
会
を
誓
っ
て
解
散
と

な
っ
た
。 

会
場
を
お
貸
し
く
だ
さ
っ
た

神
社
庁
様
、
岩
手
護
國
神
社
様

に
は
大
変
有
り
難
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
当
日
の
運
営
に
ご

協
力
頂
い
た
会
員
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
準
備
等
に
ご
尽
力
頂

い
た
皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

七
月
二
十
七
日(

月)

～
二
十

八
日(

火)

に
か
け
て
、
岩
神
青

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業

「
出
雲
大
社
へ
の
事
業
米
奉
献

参
拝
旅
行
」
が
開
催
さ
れ
た
。 

台
風
十
二
号
が
島
根
県
に
迫
り

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の
の
、

当
日
の
朝
熱
帯
低
気
圧
に
変
わ

り
、
無
事
に
出
発
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
出
雲
縁
結
び
空
港
へ

降
り
立
つ
と
、
幸
運
に
も
雨
こ

そ
降
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
台

風
の
影
響
か
想
像
以
上
に
湿
度

が
高
い
。
早
速
レ
ン
タ
カ
ー
二

台
に
乗
り
込
み
、
神
社
参
拝
の

旅
へ
と
繰
り
出
す
。
ま
ず
は
神

魂
（
か
も
す
）
神
社
へ
。
こ
こ
は

最
古
の
大
社
造
り
が
現
存
す
る

お
社
で
、
荒
木
先
輩
の
ご
学
友

に
ご
案
内
頂
い
た
。
次
に
熊
野

大
社
、
そ
の
後
八
重
垣
神
社
に

続
け
て
自
由
参
拝
。
ど
の
御
社

殿
も
向
拝
に
鈴
が
付
い
て
い
な

い
点
が
印
象
的
だ
っ
た
。
次
に

向
か
っ
た
の
は
今
回
の
宿
「
出

雲
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」
。
ホ
テ
ル

で
着
替
え
を
済
ま
せ
た
後
、
島

根
青
神
と
の
懇
親
会
会
場
へ
と

タ
ク
シ
ー
で
移
動
。「
神
門
」
と

い
う
居
酒
屋
で
約
二
十
名
の
参

加
者
の
も
と
、
出
雲
大
社
髙
橋

権
禰
宜
様
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、

乾
杯
を
執
り
行
っ
て
懇
親
を
深

め
合
っ
た
。
そ
の
後
二
次
会
、
締

め
の
ラ
ー
メ
ン
と
島
根
青
神
の

方
々
に
は
ご
案
内
頂
い
て
、
懇

親
を
深
め
あ
い
な
が
ら
出
雲
の

夜
は
更
け
て
い
っ
た
。 

二
日
目
。
日
御
碕
神
社
へ
自

由
参
拝
の
後
、
出
雲
大
社
へ
正

式
参
拝
。
芳
名
帳
に
記
帳
の
後
、

川
谷
総
務
部
長
様
か
ら
ご
挨
拶

賜
り
、
金
子
権
禰
宜
の
案
内
の

元
正
式
参
拝
。
岩
手
か
ら
持
参

し
た
六
十
五
周
年
事
業
米
と
奉

創
立
六
十
五
周
年
記
念
事
業 

事
業
米
奉
献
出
雲
大
社
参
拝
旅

行
開
催 
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献
酒
が
奉
納
さ
れ
、
菅
原
会
長

が
玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼
し
た
。

正
式
参
拝
後
は
髙
橋
権
禰
宜
、

金
子
権
禰
宜
、
松
尾
学
芸
員
に

境
内
を
案
内
し
て
頂
い
た
。
特

に
も
本
殿
真
裏
の
素
鷲
社
は
崇

敬
者
に
格
別
の
信
仰
が
あ
る
お

社
で
、
稲
佐
の
浜
の
砂
を
奉
納

し
て
持
ち
帰
る
と
宅
地
の
清
め

に
な
る
と
い
う
民
間
信
仰
が
あ

る
と
ご
説
明
頂
い
た
。
神
楽
殿

の
守
札
所
に
は
、
東
日
本
大
震

災
の
募
金
箱
が
設
置
さ
れ
、
ま

だ
忘
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に

う
れ
し
さ
が
こ
み
上
げ
る
。
境

内
を
散
策
し
た
後
は
、
古
代
出

雲
博
物
館
に
て
引
き
続
き
松
尾

学
芸
員
に
ご
説
明
賜
り
、
た
だ

見
て
い
る
だ
け
で
は
分
か
ら
な

い
詳
細
な
解
説
を
頂
い
て
大
い

に
理
解
が
深
ま
っ
た
。
歩
き
回

っ
て
少
々
疲
れ
た
と
こ
ろ
で
昼

食
の
時
間
。
出
雲
大
社
の
職
員

オ
ス
ス
メ
の
「
平
和
そ
ば
本
店
」

で
、
カ
ツ
丼
と
蕎
麦
の
セ
ッ
ト

を
頂
く
。
煮
込
み
系
カ
ツ
丼
に

も
か
か
わ
ら
ず
衣
が
サ
ク
ッ
と

し
て
い
て
、
今
ま
で
に
な
い
食

感
に
一
同
会
話
も
忘
れ
て
か
き

込
む
。
蕎
麦
も
歯
ご
た
え
が
あ

り
、
出
雲
蕎
麦
を
堪
能
す
る
。
満

腹
に
な
っ
た
後
は
、
腹
ご
な
し

に
平
成
の
大
遷
宮
を
機
に
、
出

雲
大
社
門
前
に
整
備
さ
れ
た
お

土
産
物
横
町
で
散
策
。
若
者
向

け
の
お
し
ゃ
れ
な
店
が
軒
を
連

ね
、
若
い
方
々
や
外
国
の
方
の

姿
も
多
く
見
か
け
る
。
蘇
り
の

大
遷
宮
と
い
う
言
葉
は
ま
さ
に

遷
宮
を
端
的
に
言
い
得
て
い
る

の
だ
と
実
感
し
た
。
せ
っ
か
く

出
雲
に
来
た
の
だ
か
ら
と
も
う

一
軒
「
羽
根
屋
」
と
い
う
そ
ば
屋

へ
。
出
雲
蕎
麦
は
三
段
に
分
か

れ
て
出
さ
れ
る
が
、
満
腹
の

我
々
は
一
段
だ
け
注
文
。
こ
ち

ら
の
蕎
麦
も
絶
品
。
こ
こ
で
時

間
も
な
く
な
り
、
空
港
へ
一
路

ひ
た
走
る
。
出
雲
か
ら
名
古
屋
、

名
古
屋
か
ら
花
巻
と
い
う
帰
り

の
飛
行
機
も
、
来
る
と
き
の
飛

行
機
と
同
じ
、
そ
し
て
添
乗
員

も
同
じ
と
い
う
ミ
ラ
ク
ル
。
縁

結
び
の
御
神
徳
の
絶
大
さ
を
実

感
し
た
帰
路
だ
っ
た
。 

六
月
十
七
日
、
十
八
日
に
山

形
県
天
童
市
の
天
童
ホ
テ
ル
に

於
い
て
東
北
六
県
神
道
青
年
協

議
会
禊
練
成
会
が
執
り
行
わ
れ

た
。
本
年
の
参
加
者
は
総
数
九

十
六
名
。
当
県
か
ら
は
十
四
名

が
参
加
し
た
。 

 

一
日
目
の
第
一
講
は
「
日
本

人
と
暦
～
祀
り
と
祭
り
に
欠
か

せ
な
い
暦
の
役
目
～
」
と
題
し

暦
作
家
・
暦
法
研
究
家
の
井
上

象
英
先
生
を
招
き
神
社
の
祭
り

と
暦
の
関
わ
り
や
日
本
書
紀
と

暦
の
関
係
な
ど
講
義
頂
い
た
。 

 

第
二
講
で
は
東
根
市
の
大
滝

に
会
場
を
移
し
禊
を
行
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
景
色
の
中
、
清
々

し
く
禊
が
出
来
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
心
身
共
に
穢
れ
が

祓
わ
れ
た
と
信
じ
懇
親
会
へ
。

山
形
県
内
の
地
酒
を
数
多
く
用

意
頂
き
、
会
員
皆
が
懇
親
を
深

め
る
事
が
出
来
た
と
感
じ
た
。 

二
日
目
の
第
三
講
は
初
の
試

み
と
し
て
、
渋
谷
宣
寛
山
形
県

神
社
庁
長
を
講
師
に
各
単
位
会

の
教
化
活
動
報
告
が
行
わ
れ
た
。

各
県
で
様
々
な
事
業
が
開
催
さ

れ
て
い
る
事
を
知
る
良
い
機
会

と
な
っ
た
。
当
県
で
は
小
保
内

副
会
長
、
花
輪
地
区
委
員
が
親

子
禊
に
つ
い
て
発
表
。
子
供
達

の
集
め
方
に
つ
い
て
質
問
を
頂

い
た
。 

禊
練
成
会
後
、
谷
地
八
幡
宮

に
移
動
。
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

御
奉
迎
、
御
奉
送
に
山
形
県
神

道
青
年
会
・
宮
城
県
神
道
青
年

協
議
会
の
会
員
と
共
に
参
加
。

貴
重
な
体
験
を
出
来
た
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
し
た
い
。 

東
北
六
県
禊
錬
成
会
参
加 
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七
月
十
七
日
、
釜
石
市
鵜
住

居
地
区
学
校
等
建
設
安
全
祈
願

祭
が
当
会
地
区
委
員
鵜
住
神
社

花
輪
宗
嗣
宮
司
の
斎
主
に
よ
り

執
り
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

助
勢
活
動
を
行
っ
た
。 

当
日
は
施
主
で
あ
る
釜
石
市

の
市
長
を
は
じ
め
、
設
計
施
工

関
係
者
約
八
十
五
名
の
参
列
で

祭
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

祭
儀
は
粛
々
と
執
り
行
わ
れ
、

滞
る
こ
と
な
く
納
め
る
こ
と
が

出
来
た
。
先
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
が
、
こ
の
釜
石
市

鵜
住
居
地
区
学
校
等
の
建
設
に

よ
り
、
更
に
加
速
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。 

七
月
四
日
下
閉
伊
郡
山
田
町

鎮
座
、
関
口
神
社
に
お
い
て
復

興
祈
願
餅
つ
き
、
販
売
の
助
勢

を
行
っ
た
。
当
日
は
朝
か
ら
曇

り
空
で
雨
も
心
配
さ
れ
た
が
そ

の
後
天
候
も
回
復
し
無
事
に
餅

つ
き
が
で
き
た
。 

参
加
会
員
は
小
保
内
副
会

長
、
小
野
寺
事
務
局
長
、
花
輪

地
区
委
員
、
橋
本
書
記
の
四
名

に
加
え
、
青
森
県
神
道
青
年
会

よ
り
会
長
は
じ
め
四
名
の
助
勢

を
頂
い
た
。
内
容
と
し
て
は
、

午
前
十
一
時
に
集
合
、
餅
を
つ

き
、
切
り
餅
に
し
て
ゴ
マ
ダ
レ

を
か
け
、
パ
ッ
ク
に
詰
め
、
販

売
。
宮
司
さ
ん
、
総
代
さ
ん
方

の
ご
指
導
の
も
と
夕
方
ま
で
作

業
し
、
お
よ
そ
一
五
〇
パ
ッ
ク

が
完
売
し
た
。
時
よ
り
、
お
参

り
に
来
て
い
た
子
供
た
ち
も
加

わ
り
餅
つ
き
を
す
る
場
面
も
見

ら
れ
、
皆
、
笑
顔
が
溢
れ
て
い

た
。
夜
八
時
頃
に
解
散
と
な
っ

た
。 

八
月
十
五
日
。
朝
か
ら
雨
が

降
り
天
候
が
心
配
さ
れ
る
中
、

八
時
半
に
盛
岡
八
幡
宮
社
務
所

に
集
合
し
、
説
明
を
受
け
準
備

作
業
に
移
る
。
準
備
作
業
に
移

る
や
い
な
や
雨
が
上
が
り
、
ス

ム
ー
ズ
に
準
備
作
業
を
行
う
こ

と
が
出
来
た
。
大
前
に
神
饌
を

供
え
、
社
殿
の
扉
を
外
し
、
椅

復
興
支
援
活
動 

鵜
住
神
社
地
鎮
祭
助
勢
活
動 

岩
手
護
國
神
社
戦
没
者
追
悼 

平
和
祈
願
祭
助
勢 

復
興
支
援
活
動 

関
口
神
社
餅
つ
き
助
勢
活
動 
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子
を
並
べ
、
旗
を
揚
げ
、
祭
場

を
補
設
し
、
受
付
の
机
や
椅
子

を
並
べ
、
習
礼
を
綿
密
に
執
り

行
う
。
一
通
り
準
備
作
業
が
終

わ
っ
た
後
、
受
付
に
て
神
道
青

年
全
国
協
議
会
並
び
に
岩
手
県

神
道
青
年
会
よ
り
の
玉
串
料
を

お
渡
し
し
、
時
間
ま
で
待
機
。

十
一
時
か
ら
各
自
随
時
手
水
を

取
り
、
菅
村
副
会
長
の
先
導
の

元
参
進
開
始
。
修
祓
の
後
天
皇

陛
下
の
お
言
葉
を
拝
聴
す
る
。

献
饌
の
後
天
皇
陛
下
よ
り
の
幣

帛
及
び
本
庁
幣
を
ご
神
前
に
お

進
め
し
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上

し
た
。
祝
詞
奏
上
終
わ
っ
て
、

英
霊
に
こ
た
え
る
会
岩
手
県
本

部
会
長
が
祭
文
を
奏
上
し
、
火

焚
神
事
に
移
る
。
菅
原
会
長
が

陰
灯
を
手
に
持
ち
、
拝
殿
前
の

火
焚
串
に
点
火
。
祭
員
の
大
祓

詞
が
響
き
渡
る
中
参
列
者
が
残

り
の
火
焚
串
を
く
べ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
祈
り
を
捧
げ
た
。
火
焚
神

事
の
後
は
、
宮
司
玉
串
拝
礼
に

続
き
、
参
列
者
が
玉
串
を
奉
り

て
拝
礼
。
神
饌
を
撤
し
て
納
め

の
一
拝
を
行
い
、
無
事
祭
典
を

終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。 

昼
食
を
頂
い
た
後
は
片
付
け

を
行
う
。
片
付
け
の
最
中
に
わ

か
に
雨
が
降
り
始
め
、
テ
ン
ト

は
足
を
下
げ
る
の
み
と
し
た
も

の
の
、
椅
子
や
旗
な
ど
は
無
事

片
付
け
る
こ
と
が
出
来
た
。
祭

典
中
に
雨
が
降
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
奇
跡
に
近
く
、
御
英
霊
の

ご
加
護
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ

な
か
っ
た
。 

こ
の
貴
重
な
機
会
を
与
え
て

下
さ
っ
た
岩
手
護
國
神
社
様
に

は
、
心
よ
り
の
感
謝
を
表
し
た

い
と
思
う
。
ま
た
祭
典
中
の
写

真
を
提
供
下
さ
っ
た
澤
目
権
禰

宜
さ
ま
に
も
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
あ
る
。 

 

六
月
二
十
五
日
、
盛
岡
八
幡

宮
に
て
第
一
回
役
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
本
年
は
終
戦
七
十
年

に
あ
た
り
、
英
霊
に
感
謝
の
誠

を
捧
げ
る
べ
く
役
員
会
開
催
ご

と
に
護
國
神
社
の
清
掃
奉
仕
活

動
を
す
る
こ
と
に
決
定
し
て
い

た
が
、
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
除
草
作
業
（
草
と
り
）
を

中
心
と
し
た
清
掃
奉
仕
活
動
を

凡
そ
一
時
間
か
け
て
行
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 

そ
の
後
の
役
員
会
で
は
、
上

半
期
事
業
や
今
年
第
六
回
を
迎

え
る
親
子
禊
錬
成
会
の
開
催
の

件
を
中
心
に
積
極
的
な
協
議
が

行
わ
れ
、
充
実
し
た
内
容
と
な

っ
た
。 
ま
た
、
役
員
会
後
の
懇

親
会
は
串
焼
き
ダ
イ
ニ
ン
グ

「
え
び
す
け
」
で
行
わ
れ
、
役
員

の
懇
親
が
深
め
ら
れ
た
。 

 

  

八
月
二
十
二
日
、
当
会
の
暑

気
払
い
が
北
上
市
の
「
風
土
」
に

て
開
催
さ
れ
た
。
来
賓
に
神
社

庁
長
様
は
じ
め
多
数
の
神
社
関

係
者
様
、
そ
し
て
今
回
初
め
て

衆
議
院
議
員
藤
原
崇
様
は
じ
め

政
界
関
係
者
様
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
貴
重
な
交
流
の
機
会
と
な

っ
た
。 

参
加
青
年
会
員
は
政
界
関
係

者
と
の
交
流
を
通
じ
、
国
政
を

身
近
に
感
じ
、
政
治
と
日
本
の

未
来
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
、

夜
は
更
け
て
い
っ
た
。 

第
一
回
役
員
会
開
催
並
び
に 

護
国
神
社
清
掃
奉
仕
作
業
実
施 

暑
気
払
い
会
開
催 
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八
月
二
十
五
日
、
渡
り
温
泉

で
開
催
さ
れ
た
神
社
関
係
者
大

会
に
お
い
て
、
当
会
事
業
頒
布

品
頒
布
活
動
を
行
っ
た
。
多
く

の
会
員
の
ご
協
力
の
下
、
例
年

以
上
の
頒
布
を
行
う
こ
と
が
出

来
た
。
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。 

 

先
ず
以
て
、
田
村
勝
則
先
輩
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
先
の
県
議
会

議
員
選
挙
に
お
か
れ
ま
し
て
、
見

事
に
当
選
の
誉
れ
を
得
ら
れ
ま

し
た
こ
と
衷
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
度
の
青
年
隊
活
動

は
八
月
十
八
日
か
ら
九
月
三
日

迄
の
約
二
週
間
、
総
勢
四
十
名
で

の
支
援
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
活

動
内
容
と
致
し
ま
し
て
は
、
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
・
後
援
会
入
会
者
へ
の

電
話
依
頼
・
選
挙
遊
説
後
方
車
運

転
や
ア
ナ
ウ
ン
ス
な
ど
の
活
動

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
昨
年

経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
衆
議

院
議
員
選
挙
と
は
違
い
、
地
元
密

着
選
挙
で
も
あ
り
又
、
神
職
と
し

て
初
の
県
議
会
議
員
誕
生
と
言

っ
た
偉
業
達
成
も
兼
ね
て
お
り

ま
し
た
の
で
、
我
々
青
年
隊
は
選

挙
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
一
致
団

結
し
、
田
村
勝
則
先
輩
を
「
県
政

へ
」
の
言
葉
を
胸
に
微
力
な
が
ら

活
動
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

開
票
当
日
は
、
会
場
に
設
置
さ

れ
た
テ
レ
ビ
を
皆
さ
ん
で
か
じ

り
つ
く
よ
う
に
見
て
お
り
ま
し

た
が
、
当
確
の
吉
報
が
入
っ
た
時

の
盛
り
上
が
り
は
、
今
も
脳
裏
に

焼
き
付
い
て
お
り
ま
す
。 

田
村
勝
則
先
輩
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
も
う
既
に
県
議
と
し
て

の
公
務
を
始
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
が
、
神
職
と
県
議

両
方
を
全
う
す
る
為
に
も
お
体

に
は
十
分
に
お
気
を
付
け
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。 

結
び
に
、
時
節
柄
社
務
ご
多
用

の
折
に
支
援
活
動
に
ご
協
力
頂

き
ま
し
た
青
年
隊
の
皆
様
に
、
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
結
び
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。 

      

事
業
頒
布
品
頒
布
活
動
実
施 

志
賀
理
和
氣
神
社
宮
司
田
村
勝
則
様
県
議
選
挙
に

拘
わ
る
時
局
対
策
支
援
活
動
を
振
り
返
っ
て 

時
局
対
策
委
員
長 

鈴
木 

都
宏 
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今
周
年
は
会
務
へ
の
会
員
参

加
の
状
況
、
活
動
の
多
様
化
が

著
し
く
、
時
局
の
変
化
に
対
応

力
や
瞬
発
力
が
求
め
ら
れ
る
中

で
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
思

い
と
誇
り
を
次
の
世
代
へ
と
確

か
に
受
け
継
い
で
い
く
た
め
に

当
会
で
も
例
の
少
な
い
五
周
年

で
の
開
催
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。 主

題
に
は
「
繋
心
～
未
来
へ

繋
ぐ
心
と
こ
こ
ろ
～
」
と
題
し
、

我
々
神
職
の
最
も
大
切
な
務
め

は
「
祈
り
」
で
あ
り
、
心
の
荒
廃

が
叫
ば
れ
る
今
、
心
の
拠
り
と

し
て
の
神
道
、
神
社
の
役
割
が

重
要
視
さ
れ
、
未
曾
有
の
東
日

本
大
震
災
か
ら
本
来
の
美
し
い

姿
を
取
り
戻
す
た
め
に
邁
進
す

る
中
で
、
神
社
祭
祀
を
守
り
伝

え
る
こ
と
こ
そ
が
被
災
地
の
活

性
、
日
本
再
生
の
一
助
と
な
る

と
考
え
ま
し
た
。 

そ
の
中
で
記
念
事
業
と
し
て

「
瑞
穂
の
国
復
興
米
づ
く
り
」

と
掲
げ
、
北
上
市
鎮
座
稲
葉
神

社
の
御
神
田
を
お
借
り
し
、
神

職
子
弟
を
始
め
と
す
る
子
供
達

と
共
に
祈
り
や
感
謝
の
祭
祀
に

触
れ
な
が
ら
一
年
を
通
し
た
米

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
美
し
い

稲
穂
が
撓
わ
に
稔
る

美
し
い
姿
。
そ
の
姿
は

確
か
に
子
供
達
の
心

へ
と
刻
ま
れ
た
は
ず

で
す
。 

そ
し
て
収
穫
を
迎

え
た
稲
穂
は
懸
税
と
し
て
伊
勢

の
神
宮
へ
、
ま
た
参
拝
旅
行
と

し
て
六
十
年
に
一
度
の
御
遷
宮

を
迎
え
ら
れ
た
出
雲
大
社
へ
会

員
自
ら
の
手
で
奉
献
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
県
内
に
於
い
て
は

復
興
の
思
い
を
添
え
て
被
災
支

部
の
全
て
の
本
務
神
社
へ
と
お

送
り
さ
せ
て
頂
き
、
神
社
諸
祭

儀
に
て
御
神
前
に
お
供
え
頂
け

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

記
念
講
演
で
は
、
公
益
社
団

法
人
日
本
青
年
会
議
所
主
権
国

家
確
立
委
員
会
副
委
員
長
岩
澤

あ
ゆ
み
先
生
を
お
招
き
し
、
今

我
が
国
の
豊
か
で
美
し
い
領
土
、

領
海
が
近
隣
諸
国
に
よ
り
脅
か

さ
れ
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、

確
か
な
知
識
と
問
題
意
識
を
醸

成
し
そ
れ
ら
の
問
題
へ
毅
然
と

し
て
向
き
合
う
た
め
に
「
領
土
・

領
海
意
識
醸
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
御
講
演
頂
き
ま
し
た
。
参
加

者
全
員
が
日
本
人
と
し
て
神
代

か
ら
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
国

土
を
そ
の
姿
の
ま
ま
受
け
継
い

で
い
く
事
、
美
し
い
心
と
共
に

繋
い
で
い
く
使
命
を
担
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
さ
れ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

記
念
祝
賀
会
に
は
歴
代
会
長
、

県
内
神
職
、
ま
た
全
国
各
地
よ

り
御
来
賓
の
皆
様
を
お
迎
え
し
、

青
年
会
当
時
の
思
い
出
話
等
に

花
を
咲
か
せ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
盛
大
に
執
り
行
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

                 

日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
て
き

た
自
覚
と
誇
り
、
我
が
国
の
美

し
い
心
と
豊
か
な
自
然
。
そ
れ

ら
は
私
達
自
ら
の
手
で
守
り
受

け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
周
年
を
契
機
に

当
会
が
更
に
飛
躍
、
発
展
す
る

こ
と
、
守
る
べ
き
も
の
を
守
る

た
め
に
培
い
繋
い
だ
そ
の
力
を

遺
憾
な
く
発
揮
す
る
こ
と
を
お

誓
い
申
し
挙
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

末
筆
乍
ら
今
周
年
に
多
大
な

る
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
先
輩

諸
賢
の
皆
様
を
始
め
御
関
係
皆

様
方
に
心
よ
り
篤
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
御
指
導
御
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

周
年
事
業
完
遂
の
御
報
告
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

          【
項
目
】
①
名
前
②
役
職
③
所

属
支
部
④
奉
務
神
社
⑤
独
身or

既
婚
⑥
趣
味
⑦
好
き
な
芸
能
人

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
⑧
休
日
の
過

ご
し
方
⑨
神
明
奉
仕
に
あ
た
っ

て
心
が
け
て
い
る
こ
と
⑩
影
響

を
受
け
た
本
⑪
座
右
の
銘
⑫
あ

な
た
に
と
っ
て
ズ
バ
リ
神
道
と

は
？
⑬
青
年
会
に
期
待
す
る
こ

と
⑭
こ
ん
な
活
動
が
し
た
い
！

⑮
役
職
就
任
に
あ
た
り
抱
負
を

新
役
員 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

六
十
五
周
年
記
念
事
業
完
遂
に
あ
た
り 

六
十
五
周
年
実
行
委
員
長 

菅
原 

政
憲 

米作りでお世話になった菊池
宮司様に、事業の完了を報告し
感謝状を贈呈致しました 



平成２７年６月１５日～９月１５日号 巌 神 青 岩手県神道青年会報 第 708 号 

 

            岩手県神道青年会ホームページ http://www.ganshinsei.jp/  8 

 

一
言 

 
▼
①
土
口

田
浩
明
（
よ
し
だ
ひ
ろ

あ
き
）
②
顧
問
③
花
巻
支
部
④

熊
野
神
社
⑤
既
婚
（
子
供
一
人
）

⑥
映
画
鑑
賞
⑦2c

e
l
l
os

⑧
旅

行
（
願
望
）
⑨
初
心
を
忘
れ
な
い

⑩
『
歴
史
と
は
何
か
（E.

H

カ
ー

著
）
』『
神
主
の
信
と
学
（
櫻
井
勝

之
進
著
）』
⑪
清
新
⑫
神
々
を
信

仰
す
る
こ
と
⑬
、
⑭
、
⑮
新
体
制

が
、
更
に
同
世
代
の
青
年
神
職

の
連
携
と
切
磋
琢
磨
を
も
っ
て
、

斯
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
見
守
る 

 

▼
①
伊
藤
幸
夫
（
い
と
う
さ
ち

お
）
②
顧
問
③
北
上
和
賀
郡
支

部
④
幸
神
社
⑤
独
身
⑥
モ
ー
タ

ー
ス
ポ
ー
ツ
⑦X

J
a
p
a
n

⑧
百
姓
、

県
内
神
社
参
拝
⑨
基
本
⑩
思
い

つ
か
な
い
⑪
ひ
た
す
ら
に
⑫
む

ず
か
し
い
⑬
会
長
を
中
心
に
県

内
若
手
神
職
を
盛
り
上
げ
て
も

ら
い
た
い
⑭
一
般
企
業
の
実
情

を
見
て
ほ
し
い
⑮
菅
原
会
長
を

支
え
て
い
け
れ
ば 

 

▼
①
鈴
木
都
宏
（
す
ず
き
く
に

ひ
ろ
）
②
常
任
委
員
・
時
局
対
策

委
員
長
③
上
閉
伊
支
部
④
石
上

神
社
⑤
既
婚
（
子
供
一
人
）
⑥
野

球
・
釣
り
（
海
・
川
）・
山
菜
採

り
⑦
ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
テ
ィ
ー
・

大
黒
摩
季
⑧
奉
務
神
社
の
境
内

清
掃
⑨
丁
寧
⑩
『
嫌
わ
れ
る
勇

気
』
⑪
歳
月
人
を
待
た
ず
⑫
日

本
人
の
暮
ら
し
⑬
一
致
団
結
し

ひ
た
す
ら
に
⑭
〆
縄
奉
製
講
習

会
⑮
こ
の
度
は
、
時
局
対
策
委

員
長
の
役
職
を
仰
せ
つ
か
り
、

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り

ま
す
が
、
役
員
・
会
員
の
協
力
の

下
し
っ
か
り
と
活
動
し
て
行
き

ま
す
。 

 

▼
①
多
田
宜
史
（
た
だ
よ
し
ふ

み
）
②
常
任
委
員
・
広
報
委
員
長

③
上
閉
伊
支
部
④
遠
野
郷
八
幡

宮
⑤
既
婚
（
長
女
・
次
女
・
三
女
）

⑥
弓
道
・
読
書
・
カ
メ
ラ
・
猫
と

遊
ぶ
⑦
堺
雅
人
・
宗
次
郎
・

amazarashi

⑧
娘
達
と
遊
ぶ
・

遠
野
の
風
景
を
写
真
に
撮
る
⑨

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
法
を
お
ろ

そ
か
に
し
な
い
こ
と
。
⑩
古
典

な
ら
『
遠
野
物
語
』
神
道
書
籍
な

ら
『
神
道
原
論(

谷
省
吾
著
）』
マ

ン
ガ
な
ら
『
拳
児
』
⑪
天
地
ノ
初

ハ
今
日
ヲ
始
ト
ス
ル
（
北
畠
親

房
「
神
皇
正
統
記
」）・
神
主
は
高

尚
な
乞
食
で
あ
る(

祖
父
の
言

葉
）
⑫
清
明
正
直
の
実
践
・
天
皇

陛
下
の
御
行
為
そ
の
も
の
⑬
相

互
交
流
⑭
他
宗
教
団
体
青
年
部

と
の
交
流
・
カ
ル
ト
宗
教
対
策

講
習
会
⑮
「
巌
神
青
」
を
相
互
交

流
の
ツ
ー
ル
と
し
て
使
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
頑
張
り
ま
す 

 

▼
①
千
葉
浩
之(

ち
ば
ひ
ろ
ゆ

き)

②
常
任
委
員
・
事
業
委
員
長

③
九
戸
郡
支
部
④
九
戸
神
社

(

本
務)

、
盛
岡
八
幡
宮(

兼
務)

⑤
既
婚(

長
男
、
次
男
、
長
女)

⑥

温
泉
⑦
い
き
も
の
が
か
り
⑧
家

族
で
買
い
物
や
ス
ポ
ー
ツ
⑨
参

拝
者
が
神
社
の
神
聖
さ
と
鎮
守

の
森
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
、
自
然

と
笑
顔
に
な
る
心
の
拠
り
所
と

な
る
よ
う
に
考
え
る
⑩
『
緋
色

の
研
究
』
⑪
神
人
和
楽
⑫
日
本

人
と
し
て
本
来
あ
る
べ
き
姿
⑬

全
会
員
各
々
が
高
い
意
識
を
持

っ
た
積
極
的
な
活
動
参
加
。
将

来
を
見
据
え
た
会
員
相
互
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
⑭
高
校
生

や
中
学
生
な
ど
こ
れ
か
ら
社
会

に
出
て
行
く
世
代
と
の
交
流
や

外
国
人
と
の
異
文
化
交
流
⑮
従

来
の
事
業
頒
布
品
活
動
を
基
と

し
な
が
ら
、
新
た
な
手
段
を
用

い
た
頒
布
活
動
を
模
索
し
、
更

な
る
増
頒
布
を
目
指
し
て
い
き

た
い 

 

▼
①
小
野
寺
康(

お
の
で
ら
や

す
し
）
②
事
務
局
長
③
西
磐
井

支
部
④
八
幡
神
社
⑤
独
身
⑥
思

考
す
る
コ
ト
⑦
イ
チ
ロ
ー
・
羽 

     

生
善
治
・
椎
名
林
檎
⑧
ボ
ー
ッ

と
過
ご
す
⑨
明
浄
正
直
⑩
『
直 

日
霊(

本
居
宣
長)

』
⑪
た
だ
ひ

た
す
ら
に
⑫
清
浄
⑬
主
体
的
な

積
極
性
⑭
神
道
教
化
に
つ
な
が

る
活
動･

会
員
親
睦
⑮
職
務
遂

行 ※
役
員
の
皆
様
に
は
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
！ 

          

【
編
集
後
記
】 

前
号
を
発
行
し
て
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
の
四
ヶ
月
で
し
た
。

一
大
行
事
で
あ
る
親
子
禊
錬
成

会
を
は
じ
め
行
事
が
多
く
、
紙

面
の
量
も
増
え
て
し
ま
い
、
目

を
通
す
の
も
一
苦
労
か
と
拝
察

し
ま
す
。
こ
こ
ま
で
読
ん
で
頂

き
、
感
謝
致
し
ま
す
。
（
宜
） 

発 
行 
岩
手
県
神
道
青
年
会 

住 

所 
一
関
市
釣
山
一
九 

八
幡
神
社
社
務
所
内 

電 

話
・F

A
X
 

〇
一
九
一
―
二
三
―
二
九
〇
六 

【
下
半
期
事
業
計
画 

十
月
～
】 

十
月
下
旬 

盛
岡
少
年
刑
務
所
収
穫
感
謝
祭 

十
一
月 

盛
岡
少
年
院
収
穫
感
謝
祭 

十
一
月 

会
員
懇
親
会 

一
月 

第
三
回
役
員
会 

二
月 

建
国
記
念
の
日
奉
祝
活
動 

三
月 

青
年
神
職
研
修
会 


